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2011年（平成23年）9月〔№210〕

8/24　三次ロイヤルホテル広酪活性化推進委員・酪農任意組織団体代表者合同会議

活性化推進委員44名の選出
活性化活動助成金500万円配分決定

　
広
酪
は
広
酪
活
性
化
推
進
委
員
・
酪
農
任
意
組
織
団
体
代
表
者
合
同
会
議
を

開
催
し
、
県
内
の
任
意
組
織
団
体
の
代
表
者
ら
四
十
九
名
が
出
席
し
て
、
平
成

二
十
三
年
度
広
酪
活
性
化
推
進
委
員
の
選
出
並
び
に
活
性
化
活
動
助
成
金
五
百
万

円
の
配
分
協
議
、
最
近
の
酪
農
情
勢
の
伝
達
並
び
に
組
合
事
業
執
行
へ
の
要
望
・

意
見
を
聴
い
た
。

一
　
活
性
化
活
動
助
成
金
五
百
万
円
の
配
分
決
定

▼
広
酪
は
各
地
域
で
組
合
員
が
組
織
す
る
団
体
が
酪
農
技
術

や
経
営
レ
ベ
ル
向
上
な
ど
の
地
域
研
修
会
や
勉
強
会
等
の
開

催
を
も
っ
て
地
域
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
必
要
な
活
動
経
費
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

▼
各
地
域
配
分
額
は
酪
農
任
意
組
織
団
体
の
代
表
者
ら
に

よ
っ
て
協
議
決
定
し
、
各
団
体
か
ら
九
月
五
日（
月
）ま
で
に

申
請
書
の
提
出
を
求
め
、
九
月
二
十
六
日（
月
）に
指
定
預
金

口
座
に
振
込
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

■平成 23年度広酪活性化推進費の任意団体配分額�（単位：円）
地 域 任意組織団体名称 配分額

備北

三次市酪農振興会 649,544
庄原地域酪農振興会 452,584
東城酪農振興会 149,306
口和町酪農組合 143,552
高野町酪農組合 85,652
西城酪農クラブ 85,385

南部 賀茂地域酪農団体連絡協議会 353,474

西部

あきたかた酪農振興会 490,257
広島西部地域組合員連絡協議会 267,813
千代田町酪農協議会 251,508
豊平町酪農振興会 250,643
JA広島市芸北酪農部会 150,452
大朝酪農振興会 98,796

東部

甲奴郡酪農組合 653,939
世羅郡酪農振興協議会 320,238
福山地方酪農協議会 217,777
神石地域酪農生産振興協議会 194,966
三原市酪農振興会 184,114

合計 　 5,000,000
（注）三次市甲奴町管内の組合員分は甲奴郡酪農組合に配分
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▼
組
合
の
民
主
的
に
し
て
健
全
な
る
発

展
を
促
進
し
、
組
合
と
組
合
員
の
密
接

な
連
絡
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
地
域
酪

農
振
興
組
織
等
の
代
表
者
で
あ
る
正
組

合
員
又
は
正
組
合
員
の
家
族
を
も
っ
て
、

各
地
域
の
正
組
合
員
の
中
か
ら
組
合
員

が
選
出
し
た
者
を
委
員
候
補
者
と
し
、
組

合
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。
委
員
定
数

は
概
ね
正
組
合
員
五
名
に
一
名
の
割
合
。

任
期
は
一
年
以
内
と
し
、
開
始
す
る
最

終
会
計
年
度
の
通
常
総
会
の
終
了
の
日

ま
で
と
す
る
。

二
　
平
成
二
十
三
年
度

　
　
活
性
化
推
進
委
員
候
補
者

　
　
四
十
四
名
を
選
出

■各地域の酪農任意組織団体と代表者の氏名�（敬称略）
地域 所属組織 氏　名

備北

三次市酪農振興会 橋本洋資

作木酪農研究会 橋本洋資

吉舎酪農振興会 −

双楽会 温泉川寛明

ほほえみ会 橋本加代美

庄原地域酪農振興会 林　智行

庄原みるくの会 大田美鈴

西城酪農クラブ 大庭秋義

東城酪農振興会 和田慎吾

口和町酪農組合 石富貞美

高野町酪農組合 向田福夫

南部 賀茂地域酪農団体連絡協議会 上川俊夫

西部

広酪西部地域組合員連絡協議会 岡崎博昭

JA広島市芸北酪農部会 斎藤正和

大朝酪農振興会 東方田忍

広酪西部ミルク会 東方田博子

千代田町酪農協議会 柿原徳則

豊平町酪農振興会 泉　繁樹

あきたかた酪農振興会 槇野大樹

東部

世羅郡酪農振興協議会 鈴木道弘

福山地方酪農協議会 山本芳紀

神石地域酪農生産振興協議会 河上康則

甲奴郡酪農組合 伊達　薫

上下町酪農組合 伊達公一

甲奴町酪農組合 茨木宏士

三原市酪農振興会 新舎和久

■選出された平成 23年度広酪活性化推進委員�（敬称略）
地域 所属組織 氏名

備北

作木酪農研究会・三次市酪農振興会 橋本洋資
双楽会 中野壮六
ほほえみ会 橋本加代美

庄原地域酪農振興会

大田昌晴
前谷重夫
市川道博
五刀克哉

庄原みるくの会 大田美鈴
西城酪農クラブ 大庭秋義
東城酪農振興会 和田慎吾
口和町酪農組合 田辺輝之
高野町酪農組合 向田福夫

南部 賀茂地域酪農団体連絡協議会

東山明正
上川俊夫
山延眞智子
石井修二

西部

広酪西部地域組合員連絡協議会
平奈岐佐
渡辺和裕

芸北酪農部会
河野啓二
斎藤正和

大朝酪農振興会 砂子理文
西部ミルク会 東方田博子
千代田町酪農協議会 西原嘉一

豊平町酪農振興会
井手端始
河野定樹

ミドリマッドブルス 小笠原正臣
高宮町酪農振興会 平本　明
甲田協議会 寺尾太志

東部

世羅郡酪農振興協議会
溝上春雄
藤井康浩

福山地方酪農協議会
淵上増廣
山本芳紀

神石地域酪農生産振興協議会 河上康則

甲奴郡酪農組合
伊達　薫
伊達公一

甲奴郡酪農組合青年部 角　康晴
甲奴郡酪農組合女性部 池田月美
甲奴郡酪農組合 茨木宏士

三原市酪農振興会
新舎和久
玉川功士



12

2011年（平成23年）9月〔№210〕

三
　
組
合
に
対
す
る
主
な
意
見
・
要
望

▼
活
性
化
助
成
金
の
配
分
割
合
は
、
研
修
会

を
行
う
に
も
戸
数
割
が
良
い
の
で
は
な
い

か
。

→
今
後
検
討
し
た
い
。

▼
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
で
体
細
胞

等
、
簡
易
測
定
機
が
正
常
に
作
動
し
な
か
っ

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

→
機
器
の
実
演
を
し
た
時
は
操
作
に
不
慣
れ

な
こ
と
か
ら
正
常
に
作
動
し
な
か
っ
た
が
、

使
用
に
あ
た
っ
て
は
取
扱
い
を
守
り
、
職
員

研
修
を
行
う
こ
と
で
問
題
な
く
使
用
で
き

る
。

▼
機
器
取
得
に
あ
た
っ
て
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

の
剰
余
金
が
生
じ
た
か
ら
購
入
す
る
と
の
考

え
で
は
な
く
、
組
合
の
収
支
で
節
約
等
し
て

購
入
す
べ
き
で
あ
る
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
な
い

と
買
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
困
る
。
な
る

べ
く
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
良
質
乳
と
し
て
還
元
し

て
、
組
合
員
の
手
元
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。組
合
に
つ
い
て
い
け
ば
、

儲
け
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
え
る
よ
う
な
対
応

を
し
て
ほ
し
い
。

→
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
剰
余
金
が
生
じ
た
か
ら
購

入
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
た

め
に
指
導
に
結
び
つ
け
改
善
す
る
た
め
に
購

入
す
る
。
組
合
員
へ
の
還
元
は
金
銭
だ
け
で

は
な
く
、
指
導
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
必
要
と

考
え
る
。

▼
今
年
は
生
産
委
員
会
が
、
生
産
基
盤
強
化

対
策
委
員
会
よ
り
先
に
行
わ
れ
た
と
聞
い

た
。
台
風
の
影
響
で
延
期
と
の
こ
と
だ
が
、

当
然
、
生
産
委
員
会
も
延
期
す
べ
き
で
、
生

産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

→
今
回
は
台
風
の
影
響
で
、
や
む
な
く
生
産

基
盤
強
化
対
策
委
員
会
を
延
期
し
た
が
、
今

後
は
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
の
意
見
が

き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
る
よ
う
考
慮
し
た
い
。

▼
体
細
胞
測
定
機
は
ど
う
配
置
し
て
、
ど
う

使
っ
て
い
く
の
か
。
ど
う
し
て
も
購
入
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

→
平
成
二
十
四
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
中
販

連
三
次
生
乳
検
査
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
岡
山

に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
組
合
員
の
利
便
性

を
考
慮
し
機
器
を
取
得
し
て
事
業
所
に
配
置

し
、
農
家
庭
先
で
の
検
査
と
合
わ
せ
、
組
合

員
の
指
導
に
活
用
す
る
考
え
で
あ
る
。

▼
体
細
胞
測
定
機
に
つ
い
て
も
そ
う
だ
が
、

農
家
が
減
少
を
続
け
て
い
る
苦
し
い
現
状
に

お
い
て
、
組
合
が
色
々
な
事
業
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
い
く
時
代
で
は
な
い
。
農
家
に
合
っ

た
指
導
、
見
合
う
事
業
を
し
て
い
く
の
が
組

合
で
は
な
い
か
。
も
う
少
し
理
事
会
で
検
討

し
て
ほ
し
い
。
皆
が
納
得
す
る
、
よ
り
良
い

事
業
を
仕
分
け
し
て
、
身
近
な
組
合
に
な
る

よ
う
に
考
え
直
す
時
期
で
は
な
い
の
か
。

▼
会
議
運
営
に
お
い
て
、
時
間
の
都
合
に
よ

る
早
い
説
明
で
よ
く
判
ら
な
い
。
一
人
ず
つ

の
意
見
を
聴
く
く
ら
い
の
時
間
が
ほ
し
い
。

→
こ
れ
ま
で
地
区
懇
談
会
は
総
会
の
事
前
説

明
と
の
意
見
を
受
け
、
現
在
は
年
二
回
開
催

し
、
組
合
員
の
意
見
・
要
望
を
聴
く
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。
今
後
は
地
元
理
事
と
の
意

見
交
換
の
場
も
設
け
て
頂
き
、
地
元
理
事
に

意
見
を
持
ち
上
げ
て
頂
き
た
い
。
我
々
も
率

先
し
て
出
向
い
て
い
き
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
機

会
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。
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8/24　三次ロイヤルホテルコンプライアンス研修と東日本大震災JA支援隊活動報告会

■
広
島
県
の
家
畜
防
疫
体
制
に
関
す
る
研
修
会

■
東
日
本
大
震
災
Ｊ
Ａ
支
援
隊
活
動
報
告
会

　
広
酪
は
、
組
合
員
を
対
象
と
す
る
「
広
島

県
の
家
畜
防
疫
体
制
に
関
す
る
研
修
会
」「
東

日
本
大
震
災
Ｊ
Ａ
支
援
隊
活
動
報
告
会
」の

研
修
会
を
行
い
、
組
合
員
ら
四
十
五
名
が
出

席
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
県
内
の
家
畜
防
疫
体
制

の
現
状
、
万
一
、
ま
ん
延
を
疑
う
疾
病
が
発

生
し
た
場
合
の
連
絡
先
や
行
動
の
確
認
、
組

合
員
が
抱
え
る
家
畜
防
疫
に
対
す
る
疑
問
や

不
安
に
対
す
る
意
見
や
要
望
把
握
を
目
的
と

し
て
、
広
島
県
か
ら
尾
崎
充
彦
専
門
員（
広
島

県
農
林
水
産
局
畜
産
課
）、
上
川
真
希
佳
主
任

（
広
島
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所
防
疫
グ
ル
ー

プ
）の
両
名
を
招
い
て
説
明
を
聞
い
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
支

援
隊
活
動
の
報
告
で
は
、
現
地
で
撮
影
し
た

写
真
と
と
も
に
寺
道
弘
生
所
長（
西
部
事
業

所
）加
藤
祐
一
技
師（
東
部
事
業
所
）が
行
っ

た
。

　
そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
県
へ
の
要

望
や
意
見
と
と
も
に
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

■�

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
改
正
に

伴
う
口
蹄
疫
の
防
疫
対
策

（
尾
崎
充
彦
氏
）

▼
家
畜
伝
染
予
防
法
の
改
正

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法（
以
下
、「
家
伝
法
」

と
い
う
）
改
正
の
経
緯
は
、
昨
年
四
月
に
宮

崎
県
で
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

口
蹄
疫
や
、
昨
年
十
一
月
か
ら
今
年
の
三
月

に
か
け
て
猛
威
を
ふ
る
っ
た
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
か
ら
、
早
期
に
家
畜

の
伝
染
病
を
発
見
す
る
た
め
の
届
出
制
度
や

発
生
農
家
等
へ
の
支
援
対
策
の
充
実
、ま
た
、

海
外
か
ら
の
伝
染
病
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
水

際
で
の
検
疫
を
強
化
す
る
等
の
措
置
を
講
じ

る
た
め
改
正
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

■
家
伝
法
の
一
部
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

（
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
完
全
施
行
）

一　

�

海
外
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防

ぐ
た
め
、
水
際
で
の
検
疫
措
置
を
強

化

二　

�

家
畜
の
所
有
者
は
、
日
頃
か
ら
消
毒

な
ど
の
衛
生
対
策
を
適
切
に
実
施
。

家
畜
の
飼
養
・
衛
生
管
理
の
状
況
を

都
道
府
県
へ
報
告

三　

�

一
定
の
症
状
を
示
す
家
畜
を
発
見
し

た
場
合
、
獣
医
師
・
家
畜
の
所
有
者

は
、
都
道
府
県
へ
届
出

四　

�

口
蹄
疫
等
の
患
畜
・
疑
似
患
畜
と
し

て
殺
処
分
さ
れ
る
家
畜
に
つ
い
て
は

特
別
手
当
金
を
交
付
し
、
通
常
の
手

当
金
と
合
わ
せ
て
全
額
を
補
償

　
　
（
現
在
は
評
価
額
の
四
／
五
）

五　

�

た
だ
し
、
通
報
な
ど
の
防
止
措
置
を

怠
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
補
償
額
を

減
額
、
ま
た
は
交
付
し
な
い

六　

�

飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
中
に
埋
却
地

の
確
保
等
に
つ
い
て
も
規
定

　
　

�（
都
道
府
県
は
家
畜
の
焼
埋
却
が
的

確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
指
導
、助
言
、

勧
告
、
命
令
）

七　

�

口
蹄
疫
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め

に
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
ま
だ
感

染
し
て
い
な
い
家
畜
に
つ
い
て
も
殺

処
分
を
実
施
し
、
国
は
全
額
を
補
償

八　

�

都
道
府
県
は
消
毒
設
備
を
設
置
で

き
、
通
行
車
両
は
消
毒
を
受
け
る
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■�

口
蹄
疫
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
直

ち
に
畜
産
事
務
所
に
通
報
を
！

　

口
蹄
疫
に
関
し
て
は
、
宮
崎
県
の
発
生
状

況
か
ら
口
蹄
疫
の
特
徴
や
症
状
、
発
生
後
の

牧
場
の
消
毒
や
家
畜
の
殺
処
分
、
埋
却
等
の

現
地
対
応
に
加
え
、
県
を
中
心
と
し
た
ま
ん

延
防
止
を
目
的
と
し
た
移
動
制
限
、
消
毒
ポ

イ
ン
ト
の
設
置
に
よ
る
防
疫
体
制
が
説
明
さ

れ
た
。
県
と
し
て
は
、
口
蹄
疫
が
疑
わ
れ
る

症
状
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
畜
産

事
務
所
に
通
報
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け

た
。

■
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
見
直
し

　

家
畜
伝
染
病
の
発
生
を
予
防
す
る
に
は
、

日
頃
の
適
切
な
飼
養
衛
生
管
理
が
重
要
で
、

こ
の
ほ
ど
家
伝
法
に
基
づ
く
「
飼
養
衛
生
管

理
基
準
」を
大
幅
に
見
直
さ
れ
る
予
定
に
あ

り
、
管
理
基
準
の
畜
種
別
の
見
直
し
や
指
導

強
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
農
林
水
産
省
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、
家
伝
法

の
完
全
施
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

■
牛
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
は
酪
農
家
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

（
上
川
真
希
佳
氏
）

　

サ
ル
モ
ネ
ラ
症
は
こ
れ
ま
で
集
団
飼
育
の

子
牛
が
発
症
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
近

年
で
は
搾
乳
牛
の
感
染
も
増
加
し
て
い
る
と

し
て
、
六
月
に
県
内
で
発
生
し
た
農
家
の
事

例
を
元
に
治
療
法
・
予
防
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
主
な
症
状
と
し
て
は
粘
膜
の
混
じ
っ
た

下
痢
や
血
便
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
病
原
の

ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
の
特
定
に
は
数
日
を
要
し
、

治
療
に
抗
生
物
質
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
そ

の
間
は
生
乳
出
荷
が
禁
止
さ
れ
る
為
、
一
度

発
症
す
る
と
農
家
の
損
害
は
大
き
く
、
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
あ
る
と

注
意
を
呼
び
か
け
た
。

■
出
席
者
か
ら
の
主
な
質
問
や
要
望

▼
口
蹄
疫
の
諸
外
国
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

→
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
て
お
り
、
国
内
に

い
つ
入
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
注
意

い
た
だ
き
た
い
。

（
和
田
慎
吾
氏
）

▼
韓
国
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
て
い
る
が
、
旅

行
の
自
粛
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

→
韓
国
以
外
に
も
台
湾
、
北
朝
鮮
な
ど
で
発

生
し
て
お
り
、
韓
国
に
と
ど
ま
ら
ず
東
南
ア

ジ
ア
全
域
に
ま
ん
延
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ

た
方
が
よ
い
。
流
行
時
に
渡
航
す
る
こ
と
は

自
粛
し
て
頂
き
た
い
が
、
現
時
点
で
は
問
題

は
な
い
と
は
思
う
。
し
か
し
、
い
つ
ど
こ
か

ら
入
っ
て
く
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
状
態
で

あ
る
の
で
、
引
き
続
き
防
疫
対
策
を
お
願
い

し
た
い
。

▼
ウ
イ
ル
ス
十
個
で
感
染
す
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
空
気
か
ら
採
取
で
き
る
の
か
。

→
採
取
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
が
、
感

染
力
が
強
い
た
め
感
染
に
は
十
分
注
意
頂
き

た
い
。

（
西
原
嘉
一
氏
）

▼
昨
年
、
宮
崎
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
際
に

現
地
に
い
た
が
、
説
明
を
聞
く
限
り
で
は
広

島
県
の
提
案
す
る
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
は

抜
け
道
だ
ら
け
で
あ
り
、
防
疫
対
策
が
不
十

分
で
あ
る
。
宮
崎
で
は
建
設
業
者
も
一
体
と

な
っ
て
初
動
対
応
が
素
早
か
っ
た
が
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
計
画
に
あ
る
の
か
。

移動制限・搬出制限区域

C農場

移動制限区域
（半径 10km）搬出制限区域

（半径 10～20km）

もしC農場で発生した場合
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→
現
時
点
で
は
建
設
関
係
業
者
と
の
連
携
は

な
い
。
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
は
主
要
道

路
を
重
点
的
に
行
い
、
家
畜
関
係
の
車
両
は

特
に
念
入
り
に
消
毒
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

▼
イ
ノ
シ
シ
が
多
く
、
害
獣
の
感
染
防
止
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
宮
崎
で
口
蹄
疫
が
発

生
し
た
際
の
対
処
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

→
詳
し
い
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
県
で
は

そ
の
駆
除
を
環
境
部
署
が
対
応
し
て
い
る
現

状
で
は
特
に
対
策
は
行
っ
て
い
な
い
。

▼
家
伝
法
の
一
部
改
正
に
関
し
て
、
飼
養
管

理
基
準
を
遵
守
し
て
い
な
い
と
、
損
害
が
生

じ
た
場
合
全
額
補
償
と
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
の
か
。
ま
た
、
具
体
的
な
内
容
は
ど
う
な

の
か
。

→
現
時
点
で
は
、
使
用
者
の
責
務
は
詳
細
ま

で
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
当
然
基
準

は
遵
守
頂
き
た
い
。

▼
サ
ル
モ
ネ
ラ
の
件
で
、
調
査
段
階
で
飼
料

の
採
材
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

→
飼
料
に
関
し
て
は
、
同
じ
ロ
ッ
ト
の
餌
を

使
っ
て
い
る
農
場
で
感
染
牛
が
発
生
し
て
い

な
い
こ
と
と
、
第
一
に
、
牛
が
ど
ん
な
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
た
め
血
液

と
便
を
採
っ
て
の
究
明
を
考
え
た
。
餌
の
場

合
は
、
牛
の
よ
だ
れ
や
鼻
水
で
汚
染
す
る
こ

と
も
あ
り
、
採
材
し
な
か
っ
た
。

（
林
智
行
氏
）

▼
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
韓
国
か
ら
県
内
に
ロ

ケ
に
来
た
際
、
消
毒
の
徹
底
を
申
し
入
れ
た

が
、
現
状
、
空
港
で
は
首
尾
一
貫
、
継
続
実

施
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
く
が
ど
う
か
。

→
広
島
空
港
で
は
、家
伝
法
の
改
正
に
よ
り
、

対
応
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。

▼
万
一
、
異
常
牛
が
発
生
し
た
場
合
、
土
曜

日
、
日
曜
日
の
休
業
日
や
夜
間
は
ど
こ
へ
連

絡
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ま
た
、
連
絡
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

→
土
曜
日
、
日
曜
日
、
夜
間
に
関
わ
ら
ず
畜

産
事
務
所
に
電
話
し
て
頂
き
た
い
。
守
衛
が

お
り
、
所
長
に
連
絡
を
取
り
対
応
で
き
る
体

制
と
し
て
い
る
。

■
東
日
本
大
震
災
Ｊ
Ａ
支
援
隊
活

動
報
告
会

　

寺
道
弘
生
所
長
と
加
藤
祐
一
技
師
に
よ
る

Ｊ
Ａ
支
援
隊
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
。
七
月

二
十
五
日（
月
）
か
ら
二
十
九
日（
金
）
に
亘

り
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
に
Ｊ
Ａ

の
支
援
隊
と
し
て
百
二
名
が
派
遣
さ
れ
た
。

　

広
島
県
か
ら
は
、
広
酪
を
含
め
計
二
十
名

が
派
遣
さ
れ
た
。
初
日
と
最
終
日
は
移
動
日

で
あ
っ
た
た
め
、
作
業
に
当
た
っ
た
日
数
は

実
質
三
日
間
で
あ
っ
た
が
、
亘
理
町
で
の
イ

チ
ゴ
ハ
ウ
ス
の
移
築
支
援
や
石
巻
市
で
の
瓦

礫
撤
去
の
作
業
を
行
っ
た
と
報
告
し
た
。

　

作
業
中
や
被
災
地
の
写
真
を
交
え
な
が
ら

の
報
告
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る

も
の
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
地
震
や
津
波
の

恐
ろ
し
さ
、
凄
ま
じ
さ
が
感
じ
ら
れ
、
実
際

に
被
災
地
で
見
聞
き
し
た
惨
状
か
ら
も
大
災

害
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
津

波
で
流
さ
れ
た
車
の
一
部
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

写
真
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
使
っ
て
い
た
人

た
ち
は
今
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
中
で
も
、
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
の
組
合

長
の
「
地
震
の
怖
さ
や
津
波
の
被
害
を
語
る

こ
と
は
や
め
て
、
こ
れ
か
ら
は
復
興
に
向
け

て
の
話
を
し
て
い
き
た
い
」と
の
言
葉
に
、

復
興
に
向
け
た
強
い
意
気
込
み
を
感
じ
た
。

（
関
連
記
事
二
〜
四
頁
）

研修だより研修だより


